










さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

さ
か
も
と
り
ょ
う
ま

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

な
か

お
か
し
ん

た
ろ
う

い
っ
ち
ゅ
う

ち
く
し
ま
も
る



　
６
月
　
福
岡
六
本
松
の
早
川
重
五
郎
宅
で
座

　
敷
牢
に
監
禁
さ
れ
る
。
乙
丑
の
獄
に
連
座

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）

　
12
月
　
勇
、
罪
を
許
さ
れ
出
獄
す
る

明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

　
１
月
　
吉
留
の
自
宅
に
帰
る
。
食
禄
（
現

　
在
の
給
料
）
を
返
還
さ
れ
る

　
５
月
　
徴
士
と
し
て
、明
治
政
府
の
待
詔
院

　
に
出
任
す
る

　
７
月
　
奈
良
府
権
判
事
に
な
る

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）

　
奈
良
府
判
事
に
な
る

明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）

　
福
岡
藩
贋
札
事
件
解
決
の
た
め
奔
走
す
る

明
治
７
年
（
１
８
７
４
年
）

　
司
法
省
出
仕

明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）

　
司
法
権
大
丞
に
な
る

明
治
13
年
（
１
８
８
０
年
）

　
元
老
院
小
書
記
官
に
な
る

明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）

　
元
老
院
大
書
記
官
に
な
る

明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）

　
１
月
　
元
老
院
退
官

明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）

　
１
月
　
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る

明
治
24
年
（
１
８
９
１
年
）

　
10
月
　
宗
像
会
を
発
足
し
、
同
郷
の
学
生

　
な
ど
の
面
倒
を
み
る

明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）

　
２
月
　
病
没
68
歳
。
従
四
位
勲
四
等
を
贈

　
ら
れ
る

く
ろ

だ

な
が
と
も

だ
ん
じ
ょ
う
だ
い

き
ゅ
う
も
ん

い
ち

そ
え
　
だ

じ
ゅ

ち
ょ
う
し

た
い
し
ょ
う
い
ん

（注）③徴士　明治初年に藩士や地方の有力者の中から召し出されて政府に登用された人
（注）④待詔院　明治政府の建白書（政府などへの意見書）受理機関



●
と
き

　
１
月
25
日
（
木
）
〜
２
月
２
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
１
月
27
日
（
土
）
か
ら
29
日
（
月
）
ま

　
で
は
休
み
で
す
。

※
１
月
31
日
（
水
）
は
休
館
日
で
す
が
、

　
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る
確
定
申

　
告
の
時
期
は
混
雑
し
ま
す
。
還
付
申
告

　
は
で
き
る
だ
け
こ
の
期
間
中
に
済
ま
せ

　
て
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

　
給
与
や
年
金
の
源
泉
所
得
税
が
還
付
に

な
る
人

※
次
の
人
は
上
記
の
会
場
で
は
受
け
付
け

　
で
き
ま
せ
ん
。

　
▽
事
業
を
営
む
人
　
　
　
　

　
▽
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員
　

　
▽
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
　
　

　
▽
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

　
▽
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人



　平成18年中に中途退職し、年末調整を受けていない場合、確定申告をして

所得税の精算をする必要があります。精算をすれば、給与から引かれていた

源泉徴収税額が戻ることがあります。

◆必要なもの
　①平成18年分の源泉徴収票
　②社会保険料・国民年金保険料・生命保険料・損害保険料など
　　の控除証明書
　③印鑑（認印）
　④振込先の金融機関・口座番号(申告者本人名義のもの)

注　　意
　国民年金保険料の社会保険料控除を受けよ

うとする場合は、その保険料などを18年中に

支払ったことを証明する「国民年金保険料
の控除証明書」を持参してください。
※社会保険庁から控除証明書が送られてます。

　２月16日（金）から始まる確定申告の日

程などは、１月25日号でお知らせします。

●問い合わせ

　▽若松税務署

　　☎０９３（７６１）２５３６

　▽役場税務課

　風水害・火災・震災・落雷などの自然災害、盗難または

横領などで損失を受けた場合は雑損控除が受けられます。

◆必要なもの
　①平成18年分の源泉徴収票
　②損害を受けた原因がわかる書類（罹災届、
　　盗難届の写しなど）
　③損失額の明細書と領収書
　④保険などで補てんされた金額がわかる書類
　⑤印鑑（認印）
　⑥振込先の金融機関・口座番号(申告者本人名義のもの)

◆要　件
　①生活に通常必要な資産（住宅・家財など）の損失であること
　②損失の金額が所得金額の合計金額の10％以上（災害関連支出 
　　は５万円以上）であること



　昨年11月29日に、遠賀町中央公民館で昆布料理教室

が行われました。この昆布料理教室は、北方領土返還

支援事業の一環として、遠賀町婦人会の主催で行われ

ました。当日は、根室市の歯舞漁業協同組合の職員１

人と歯舞婦人会からも２人が参加していました。

　今回の昆布料理教室では、「萩ごはん」、「野菜の即席

中華漬け」、「おぼろ昆布のお汁」、「昆布と鶏肉の黒酢煮」、

「昆布と切り干しだいこんの卵焼き」を歯舞産の昆布を

利用して作りました。

　完成後の試食会では、歯舞婦人会が作った料理も披

露され、様々な昆布料理を通しての交流を楽しんでい

ました。

　今回の料理教室で使用した歯舞産の昆布は、婦人会

の皆さんがまとめて注文しているそうです。希望する

人は、婦人会の皆さんに連絡してみてください。

●問い合わせ　武富さん　☎（２９３）４１５２

　
昨
年
11
月
28
日
、
遠
賀
町
で
サ
ケ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ケ
は
、
一
田
さ
ん
（
浅
木
）
が
吉
原
川
に
仕
掛
け

た
カ
ニ
漁
用
の
網
を
確
認
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
網
に
か
か
っ

て
い
る
の
を
発
見
し
た
そ
う
で
す
。
サ
ケ
は
死
後
３
、
４
日

た
っ
た
状
態
で
し
た
が
、
形
は
し
っ
か
り
残
っ
て
お
り
、
全

長
約
70
セ
ン
チ
で
、
お
腹
の
中
に
は
イ
ク
ラ
が
た
く
さ
ん
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
田
さ
ん
も
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
す
。」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。お
そ
ら
く
こ
の
サ
ケ
は
、西
川
で
放
流
し
た

サ
ケ
の
稚
魚
が
成
長
し
、産
卵
の
た
め
に
戻
っ
て
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
サ
ケ
は
剥
製
に
さ
れ
て
、遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
が
主
催
す
る「
サ
ケ
の
放
流
会
」の
と
き
に
も
、登
場
す
る
予

定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
是
非
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　12月４日から10日までの人権週間に合わせて、昨年12月5日

に遠賀町中央公民館で、人権週間講演会が行われました。当日

は、薮野祐三さん（九州大学大学院教授）を講師に招き、「見え

る人権　見えない人権」の演題で講演をしてもらいました。

　薮野さんは、「日本は、貧しさに勝ち、豊かさに負けています。

しかし重要なのは、豊かさに勝つことです。豊かさに勝つには、

体のおしゃれではなく、心のおしゃれをすることが大切です。

そして、心のおしゃれは優しさを持つことなんです。今の社会

は『優しい社会』にならなくてはなりません。そのためには『譲

る心』と『聴く力』、そして『褒める』の３つのことがポイント

になります。」と話をしてくれました。

　薮野さんは、このほかにも政治問題などを、冗談を交えなが

ら講演し、楽しみながら講演を聴くことができました。

　私たちの周りには、様々な差別が根強く残っています。優し

い社会を作るために、『譲る心』、『聴く力』、『褒める』の３つのポ

イントを心掛けていきましょう。

はぼまい

ほ

は
く
せ
い



　遠賀コミュニティセンターで、昨年12月10日に「わんぱく

教室」が行われました。

　新聞紙でツリーやリースなどを作って遊んだ後は、お待ち

かねのあの人の登場です！そう、サンタクロースが、一足早

く遠賀町の良い子のところに現れてくれました。サンタクロ

ースからお菓子などが入ったプレゼントをもらうと、幼児た

ちは大喜び！みんな笑顔になっていました。

　この日は最後に、お父さん、お母さんたちにも、熊丸先生

のお弟子さんたちからの、歌のプレゼントがありました。そ

のすばらしい歌声に、皆さん聴き入っていました。

　良い子のところに、プレゼントを持ってやってくるサンタ

クロース。元気いっぱいに育っているみんなの所に、今年も

きっと来てくれますよ！

　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
、
日
ご
ろ

の
青
少
年
育
成
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
さ
れ
、「
福

岡
県
青
少
年
健
全
育
成
対
策
推
進
本
部
長
顕
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
遠
賀
町

で
「
サ
ケ
の
飼
育･

放
流
」、「
た
こ
作
り
教
室
・

た
こ
揚
げ
大
会
」、「
青
少
年
の
主
張
大
会
」
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
花
村
宏
輝
会
長
は
、「
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い

た
と
き
は
、
一
番
に
約
40
人
い
る
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
の
顔
が
浮
か
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

思
い
出
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。」
と
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、「
ホ
タ

ル
の
里
づ
く
り
」
も
始
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
12
月
10
日
に
、
第
４
回
目
の
「
町
並
み
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
冬
の
寒
い
朝

で
し
た
が
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に

バ
イ
パ
ス
周
辺
、
西
川
周
辺
、
ル
ミ
エ
ー
ル
周
辺

の
３
班
に
別
れ
て
、
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
１
時
間
ほ
ど
の
ご
み
拾
い
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
戻
っ
て
く
る
と
き
に
は
、
手
に
持
っ
た
ご
み

袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
拾

っ
た
ご
み
は
、
燃
え
る
ご
み
35
袋
、
ビ
ン･

カ
ン

14
袋
、
不
燃
物
２
袋
と
夏
に
行
っ
た
と
き
よ
り
も

残
念
な
が
ら
増
え
て
い
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
を
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
み
ん
な
が
、
意
識
の
改
善
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　昨年12月13日に、やまびこ保育園で人権擁護委員と法務

局職員による人権集会が行われました。

　園児たちは、最初に人権啓発ビデオを鑑賞し、「みんなと

仲良くすること」や「思いやり」の大切さを学んでいました。

　また、会場には法務局の人権啓発キャラクター「人権ま

もるくん」と「人権あゆみちゃん」も登場し、「人権まも

るくん」から、みんなが幸せになる魔法の言葉「みんなな

かよく」がプレゼントされまし

た。先生が「みんな仲良くでき

るかな？」と問いかけると、園

児たちは「はーい！」と元気よ

く応えていましたよ。



天
野
　
玲
子
選
　

い
た
ち
罠
に
か
か
り
し
黒
猫
放
き
や
れ
ば

一
目
散
に
飛
ぶ
が
に
逃
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
ト
シ
ミ

き
ら
ら
か
な
川
面
を
ボ
ー
ト
は
飛
ぶ
如
く

ま
白
き
水
脈
を
残
し
て
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
　
房
江

逆
光
に
羽
を
光
ら
せ
秋
あ
か
ね

乱
れ
飛
ぶ
な
り
コ
ス
モ
ス
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
タ
ツ
ミ

池
田
　
幸
利
選
　

杉
玉
の
青
々
と
し
て
今
年
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
冨
　
盈
子

黄
落
や
今
も
構
へ
て
武
家
の
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
美
保
子

朽
舟
も
浜
の
一
景
冬
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
貢

岸
原
　
清
行
選
　

小
春
日
や
特
攻
の
街
花
の
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
井
　
公
子

給
料
日
蕪
や
は
ら
か
に
煮
へ
て
を
り

花
田
　
京
次

散
り
敷
き
て
七
五
三
祝
ぐ
大
銀
杏

石
橋
　
京
子

あ
ま

の
　
　
　
れ
い

こ

い
け

だ
　
　
　
ゆ
き
と
し

き
し
は
ら
　
　

き
よ
ゆ
き

お
お
ば

ふ
さ
え

か
わ
は
ら

お
お
ば

な
が
と
み
　
　

え
い
こ

は
な
だ
　
　

き
ょ
う
じ

い
し
ば
し
　
　

き
ょ
う
こ

こ
う
ら
く

ぶ
　
け

く
ち
ぶ
ね

い
っ
け
い

か
ぶ

お
お
い
ち
ょ
う

す
ぎ
だ
ま

こ
と
し

ざ
け

み
　
お

む
ろ
い
　
　

き
み
こ

わ
た
な
べ
　
　
　
　
み
つ
ぐ

は
っ
と
り

み
　
ほ
　
こ



　
日
本
は
、
法
治
国
家
で
す
。
法
の
下

に
私
た
ち
は
生
活
を
し
、
社
会
の
秩
序

が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法
を

守
れ
ば
何
を
し
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
法
に
触
れ
る
こ
と
を
す
る
と
罰
せ

ら
れ
る
の
で
、
悪
い
こ
と
に
規
制
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　「
法
律
を
守
ら
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る

の
で
、悪
い
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。」、

「
法
律
に
触
れ
て
い
な
い
か
ら
、や
っ
て

も
良
い
。」。
こ
れ
は
、
最
低
限
の
決
ま

り
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
の
し
つ
け
の
中
で
、「
人
の
物
を

取
っ
て
は
い
け
な
い
。」、「
弱
い
も
の
い

じ
め
を
し
て
は
い
け
な
い
。」、「
他
人
に

迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。」と
、
よ

く
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
悪
い
こ
と
を
す
る
と
法
律

に
触
れ
、警
察
に
行
か
な
い
け
ん
よ
！
」

な
ん
て
指
導
し
て
る
時
は
、
あ
り
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
で
は
、
法
を
守
る
た
め
の

最
低
限
の
指
導
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、そ
の
理
由
は
論
理
的
で
な

く
て
も「
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
悲
し

く
な
る
か
ら
、悪
い
こ
と
を
し
て
は
い
け

な
い
よ
！
」と
、子
ど
も
を
し
つ
け
る
方

が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

 

木
村
　
隆
治

１位

２位

３位

４位

５位

北芝  　　健　著

明橋  　大二　著

林  　真理子　著

ダン・ブラウン　著

ジュリアス・レスター　著

警察裏物語

子育てハッピーアドバイス３

オーラの条件

ダ・ヴィンチ・コード　上・下

私が売られた日

きたしば けん

あけはし だいじ



　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

●
と
き

　
３
月
６
日
（
火
）
〜
９
日
（
金
）
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）

●
内
容

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
基
礎

●
対
象

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
母
子

　
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
求
職
登
録
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
３，

０
０
０
円
程

　
度
は
自
己
負
担
で
す
。

●
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

●
締
め
切
り

　
２
月
５
日
（
月
）（
必
着
）

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
課
民
生
児
童
係

　
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
　
母

　
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
９
３
１

　福岡県母子寡婦福祉連合会で

は、母子家庭、寡婦、父子家庭

のための無料法律相談を実施し

ています。

●と　き

　１月11日（木）、23日（火）

　２月６日（火）、27日（火）

　３月13日（火）、27日（火）

　午後６時30分～午後８時30分

●ところ　クローバープラザ（春日市原町）

●その他　相談時間は１人30分です

●申し込み方法

　希望日の前日までに、予約してください

※受付時間は平日の午前９時から午後５時までです。

●申し込み・問い合わせ

　福岡県母子寡婦福祉連合会

　☎０９２（５８４）３９２２

　遠賀町国際交流協会では、第３回の「日朝・日韓子どもサ

ミット」を１月19日（金）から20日（土）の１泊2日で開催

します。「日朝・日韓子どもサミット」は、子ども同士で交

流を深め、お互いを理解することを目的に行われています。

　１月20日（土）には、朝鮮民族舞踊と日本の踊りの発表交

流を行います。子どもたちの元気で華麗な踊りを、是非ご覧

ください。

　会場では、焼きたてのおいしいパンを販売します。

●と　き　１月19日（金）～20日（土）

［伝統舞踊鑑賞など］

　１月20日（土）　午後１時30分～２時30分

●ところ　ふれあいの里センター

●問い合わせ

　遠賀町国際交流協会　阪本さん

　☎（２９３）３９５０



　
他
に
も
各
種
講
座
を
行
っ
て
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
募
集
コ
ー
ス
な
ど

◇
ふ
ぐ
処
理
師

　
▽
と
き
　
２
月
16
日
（
金
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

　
▽
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

　
▽
費
用
　
１
０，

０
０
０
円

◇A
uto

　C
A
D

　
▽
と
き

　
　
１
月
26
日（
金
）か
ら
３
月
27
日

　
　（
火
）ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
　

　
▽
対
象

　
　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

　
　
き
る
人

　
▽
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

　
▽
費
用
　
３
４，

０
０
０
円

◇
測
量
士
補

　
▽
と
き

　
・
講
座

　
　
２
月
１
日（
木
）か
ら
５
月
10
日

　
　（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　
・
模
試

　
　
４
月
29
日（
祝
）、
５
月
６
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

　
▽
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

　
▽
費
用
　
５
０，

０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
マ
イ
テ
ク･

セ
ン
タ
ー
北
九
州

　
☎
０
９
３（
６
５
１
）３
７
７
５

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.m

y
tec.ac.jp
●
募
集
科
・
定
員

　
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
製
図
科
　
20
人

　
▽
溶
接
科
　
　
　
　
　
　
　
30
人

　
▽
機
械
科
　
　
　
　
　
　
　
30
人

　
▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
　
　
　
20
人

●
対
象

　
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
製
図
科

　
　
高
卒
以
上
30
歳
以
下
の
人

　
▽
溶
接
科
・
機
械
科

　
　
中
卒
以
上
の
人
と
離
転
職
者

　
▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

　
　
30
歳
以
上
の
離
転
職
者

●
訓
練
期
間
　
１
年
間

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
み
６
か
月
で

　
す
。

●
締
め
切
り
　
２
月
13
日（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
▽
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校
　

　
　
☎
０
９
３（
８
８
２
）４
３
０
６

　
▽
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

　
　
☎
０
９
３（
６
２
２
）５
５
６
６

●
と
き

　
１
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
35
分

●
と
こ
ろ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校
（
戸
畑
区

　
東
大
谷
）

●
対
象

　
ど
な
た
で
も
可

●
そ
の
他

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
３（
８
８
２
）４
３
０
６

　「
技
術
と
知
識
」
を
身
に
つ
け
て
、

就
職
活
動
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
１
月
31
日
（
水
）

●
と
こ
ろ

　
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
（
鞍
手
郡

　
小
竹
町
）

●
募
集
科
目
・
定
員

　
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
　
20
人

　
▽
自
動
車
整
備
科
　
　
　
20
人

　
▽
機
械
科
　
　
　
　
　
　
30
人

　
▽
溶
接
科
　
　
　
　
　
　
30
人

　
▽
建
築
科
　
　
　
　
　
　
30
人

　
▽
塗
装
科
　
　
　
　
　
　
30
人

●
対
象

　
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
自
動
車

　
　
整
備
科

　
　
30
歳
以
下
の
人
で
、
高
等
学
校

　
　
卒
業
以
上
の
人
（
３
月
卒
業
見

　
　
込
み
の
人
含
む
）

　
▽
機
械
科
・
溶
接
科
・
建
築
科
・

　
　
塗
装
科

　
　
平
成
19
年
３
月
に
中
学
校
以
上

　
　
を
卒
業
見
込
み
の
人

●
締
め
切
り
　
１
月
19
日
（
金
）

●
そ
の
他

　
「
募
集
案
内
」、「
入
校
案
内
」
は
、

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
備

　
え
て
い
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
４
９
６（
２
）６
４
４
１

●
募
集
科
・
と
き
・
定
員

◇
ア
パ
レ
ル
工
芸
科

　
▽
と
き
　
２
月
28
日
（
水
）

　
▽
定
員
　
20
人

◇
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
芸
科

　
▽
と
き
　
３
月
１
日
（
木
）

　
▽
定
員
　
20
人

◇
イ
ン
テ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
科

　
▽
と
き
　
３
月
２
日
（
金
）

　
▽
定
員
　
30
人

●
と
こ
ろ

　
小
倉
高
等
技
術
専
門
校
（
小
倉
南

　
区
横
代
東
町
）

●
対
象
　
離
転
職
者
な
ど

●
締
め
切
り
　
２
月
13
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
倉
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
３
（
９
６
１
）
４
０
０
２

●
と
き
　
３
月
５
日
（
月
）

●
と
こ
ろ

　
福
岡
高
等
技
術
専
門
校（
東
区
千
早
）

●
募
集
科
・
定
員

　
▽
自
動
車
整
備
科
　
　
　
　
20
人

　
▽
空
調
シ
ス
テ
ム
科
　
　
　
30
人

　
▽
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
　
　
　
30
人

　
▽
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
管
理
科
　
30
人

　
▽
電
気
設
備
科
　
　
　
　
　
30
人

●
対
象

　
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
（
見
込
み

　
含
む
）
の
人
で
、
30
歳
以
下
の
人

●
訓
練
期
間
　
１
年
間

※
自
動
車
整
備
科
の
み
２
年
間
で
す
。

●
締
め
切
り
　
２
月
20
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
２
（
６
８
１
）
０
２
６
１

　
詳
し
い
内
容
は
、
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



●
と
き

　
１
月
16
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
１
月
18
日
（
木
）

﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象
　
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児

●
内
容

　
保
育
士
と
の
親
子
遊
び
・
幼
児
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
言
葉

　
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相
談
（
要
予
約
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
き
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、

元
気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

　
１
月
23
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
▽
初
回
の
人

　
　
平
成
16
年
10
月
か
ら
12
月
生
ま
れ

　
　
の
幼
児

　
▽
前
回
欠
席
者
と
フ
ッ
素
塗
布
が
２

　
　
回
目
、
３
回
目
の
人

●
内
容

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布
（
希
望
者
）、
育
児
相
談
（
希

　
望
者
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

※
フ
ッ
素
塗
布
が
２
回
目
以
降
の
人
は

　
歯
ブ
ラ
シ
が
必
要
で
す
。

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
の
職
場
を
希
望
す
る
人
、
福
祉
に
関

心
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、「
福
祉
の

職
場
　
合
同
就
職
面
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
求
人
情
報
が
あ
る
福
祉
施
設
な
ど
が

参
加
し
、
個
別
に
面
談
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
福
祉
に
関
す
る
資
格
や

就
職
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
と
き

　
２
月
２
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

﹇
受
付
﹈

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）

●
対
象

　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希
望

　
者
と
平
成
19
年
３
月
末
卒
業
予
定
の

　
学
生

※
高
校
生
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
内
容

　
▽
福
祉
施
設
な
ど
と
求
職
者
と
の
面

　
　
談
コ
ー
ナ
ー

　
▽
福
祉
関
係
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
▽
求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー



　
▽
母
子
家
庭
な
ど
求
職
相
談
コ
ー
ナ

　
　
ー

　
▽
授
産
施
設（S

E
L

P

）商
品
の
展
示

　
　
販
売
コ
ー
ナ
ー

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
▽
履
歴
書
を
複
数
用
意
し
て
く
だ
さ

　
　
い

　
▽
生
後
５
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

　
　
託
児
が
あ
り
ま
す

※
１
月
26
日（
金
）ま
で
に
予
約
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
託
児
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
人
材
・

　
情
報
課

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
１
０

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.fu

k
u

sh
i-w

o
rk

.jp

　
詳
し
い
内
容
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
３
月
６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

●
と
こ
ろ

　
直
方
聾
学
校
（
直
方
市
感
田
）

●
対
象

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

　
▽
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
満
３

　
　
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児

　
▽
聴
覚
障
害
の
た
め
聞
こ
え
や
こ
と

　
　
ば
の
発
達
で
困
っ
て
い
る
幼
児

●
申
し
込
み
期
間

　
１
月
29
日（
月
）〜
２
月
９
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
直
方
聾
学
校

　
☎
０
９
４
９
（
２
６
）
５
３
５
１

　
℻
０
９
４
９
（
２
６
）
４
６
０
１

　
詳
し
い
内
容
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
３
月
６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ

　
小
倉
聾
学
校
（
小
倉
北
区
三
郎
丸
）

●
対
象

　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
聴
覚
に

　
障
害
が
あ
る
幼
児

※
編
入
学
に
つ
い
て
も
、
受
け
入
れ
が

　
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

　
１
月
29
日（
月
）〜
２
月
９
日（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
入
学
願
書
は
、
小
倉
聾
学
校
に
あ
り

　
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
倉
聾
学
校

　
☎
０
９
３
（
９
２
１
）
３
６
０
０

　
℻
０
９
３
（
９
３
１
）
９
９
０
４

　
職
員
の
育
児
休
業
取
得
に
伴
い
、
代

替
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
期
間

　
平
成
19
年
３
月
中
旬
〜
平
成
20
年
５

　
月
中
旬
（
予
定
）

●
仕
事
内
容

　
住
民
課
窓
口
業
務
な
ど

●
募
集
人
数
　
１
人

●
募
集
資
格

　
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
で
、
パ
ソ

　
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

●
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
予
定
）

●
賃
金
　
月
17
万
円
程
度
　

※
そ
の
他
諸
手
当
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
方
法

　
面
接
（
日
時
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

●
募
集
期
間

　
１
月
11
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
て

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録
を
し
て
い

　
る
人
も
、
臨
時
職
員
を
希
望
す
る
場

　
合
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
採
用
開
始

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
の
予
定

●
仕
事
内
容

　
電
話
交
換
業
務
な
ど

●
募
集
人
数
　
２
人

●
募
集
資
格

　
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人

●
勤
務
時
間

　
①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　
②
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
15
分

　
　（
予
定
）

※
①
②
の
交
代
勤
務
制
に
な
り
ま
す
。

●
賃
金
　
時
給
775
円
（
予
定
）
　

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法

　
面
接
（
日
時
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

●
募
集
期
間

　
１
月
11
日
（
木
）
〜
26
日
（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
て

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録
を
し
て
い

　
る
人
も
、電
話
交
換
臨
時
職
員
を
希
望

　
す
る
場
合
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、広
報
の
取
材
に
、ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
広
報
担
当
に
な
り
、も
う
す
ぐ
２

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

写
真
も
文
章
も
、ま
だ
ま
だ
未
熟
な

状
態
で
す
。

　
よ
り
良
い
広
報
を
目
標
に
、今
年

も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
、取
材
に
訪

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
も
り
）


